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物
価
上
昇
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
世
界
経
済
の
先
行
き
に
は

ま
す
ま
す
不
透
明
感
が
増
し
て
い
る
。結

果
、不
安
感
も
広
が
る
。し
か
し
日
本
の

足
元
は
そ
う
悪
く
な
い
。

　
二
〇
二
二
年
三
月
期
の
上
場
企
業
業

績
は
好
調
だ
っ
た
。部
品
供
給
の
滞
り
や

原
材
料
の
高
騰
を
乗
り
切
り
、多
く
の

業
種
・
企
業
が
好
決
算
に
つ
な
げ
た
。

　
日
本
経
済
の
動
向
を
指
し
示
す
Ｇ
Ｄ

Ｐ（
実
質
国
内
総
生
産
）も
、二
〇
二
二
年

一
月
～
三
月
期
は
前
期
比
〇
・
二
％
減
、

年
率
換
算
で
一
・
〇
％
減
と
落
ち
込
ん
だ

も
の
の
、四
月
～
六
月
期
は
２
四
半
期
ぶ

り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
予
測
も
あ
る
。

　
雇
用
環
境
も
悪
く
な
い
。総
務
省
の
二

〇
二
二
年
三
月
の
労
働
力
調
査
結
果
は
、

完
全
失
業
率（
季
節
調
整
値
）が
前
月
比

日
し
た
技
能
実
習
生
は
、今
年
帰
国
す
る

こ
と
に
な
る
。し
か
し
、「
コ
ロ
ナ
で
代
わ

り
の
人
材
が
本
当
に
日
本
へ
来
て
く
れ

る
の
か
。現
場
の
担
い
手
が
確
保
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
不
安
に
つ
な

が
っ
た
。

　
た
だ
こ
の
不
安
は
急
速
に
し
ぼ
み
つ
つ

あ
る
。海
外
と
の
往
来
緩
和
に
伴
い
、人

材
受
け
入
れ
が
計
画
通
り
進
み
始
め
た

か
ら
だ
。

　
業
績
、先
行
き
を
担
保
す
る
手
持
ち

工
事
高
、雇
用
環
境
な
ど
足
元
は
決
し
て

悪
い
わ
け
で
は
な
い
。そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、閉
塞
感
と
不
安
感
が
建
設
産
業
界

に
広
が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。今

の
状
況
、過
去
に
遡
れ
ば
二
〇
一
三
年
と

酷
似
し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で

の
間
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
民
間

需
要
の
激
減
と
民
主
党
政
権
に
よ
る
公

共
事
業
の
大
幅
削
減
で
建
設
投
資
が
一

気
に
冷
え
込
ん
だ
。こ
の
局
面
を
大
き
く

変
え
た
の
が
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
財
政
出
動
な
ど
を
柱
に
し

た
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
、そ
し
て
五
六

年
ぶ
り
二
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
二
〇
二

〇
東
京
五
輪
決
定
だ
っ
た
。二
〇
一
三
年

〇
・
一
㌽
改
善
し
二
・
六
％
に
。完
全
失

業
者
数
も
前
年
同
月
に
比
べ
九
万
人
減

少
の
一
八
〇
万
人
で
、九
カ
月
連
続
の
減

少
だ
っ
た
。そ
も
そ
も
二
〇
一
九
年
以
降

の
年
平
均
完
全
失
業
率
は
一
九
七
三
年

以
降
、最
も
低
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。

　
一
方
、建
設
産
業
界
の
足
元
は
ど
う

か
。大
手
・
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
二
〇
二

二
年
三
月
期
決
算
は
、本
業
の
儲
け
を

示
す
営
業
利
益
が
前
期
比
で
減
少
す
る

ケ
ー
ス
も
目
立
っ
た
半
面
、受
注
額
で
は

多
く
の
企
業
が
前
期
比
増
と
な
る
な
ど
、

需
要
の
底
堅
さ
を
持
続
し
て
い
る
。

　
建
設
産
業
界
の
足
元
が
悪
く
な
い
こ

と
は
各
種
統
計
で
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建

連
）が
公
表
し
た
会
員
企
業
の
二
〇
二
一

年
度
受
注
額
は
、国
内
・
海
外
合
わ
せ
前

は
ま
さ
に
市
場
好
転
へ
の
期
待
が
膨
ら

ん
だ
年
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
で
二
〇
一
三
年
は
、労

務
費
と
資
材
高
騰
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、「
上
昇
の
勾
配
は
大
き
す
ぎ
て
予
測

で
き
な
い
」（
設
計
事
務
所
）と
コ
ス
ト

上
昇
が
施
工
企
業
だ
け
で
な
く
発
注
者

や
設
計
事
務
所
も
巻
き
込
ん
だ
大
き
な

課
題
に
直
面
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

プ
ラ
イ
ス
の
カ
ギ
は
差
別
化

　
事
実
こ
の
年
、建
築
費
上
昇
を
理
由

に
民
間
発
注
者
団
体
の（
一
社
）不
動
産

協
会
と
、受
注
者
団
体
の
日
建
連
に
よ
る

異
例
の
ト
ッ
プ
会
談
が
行
わ
れ
た
。更
に

技
能
者
の
処
遇
改
善
の
取
組
み
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、今
に
つ
な
が
る
取

組
み
が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
特
別
措
置
法
」「
首
都
直

下
地
震
特
別
措
置
法
」の
三
法
が
成
立
、

当
時
の
国
土
交
通
相
は
二
〇
一
三
年
を

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
位
置
付
け
、

政
府
初
の
全
体
方
針
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

長
寿
命
化
基
本
計
画
が
決
定
。ま
さ
に

防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
と
イ
ン
フ

年
度
比
二
・
八
％
増
の
一
五
兆
四
、六
三

〇
億
円
。過
去
二
〇
年
間
で
二
〇
一
八
年

度
に
次
ぐ
二
番
目
に
高
い
水
準
だ
っ
た
。

受
注
額
高
水
準
の
け
ん
引
役
は
、二
二
・

二
％
増
と
二
け
た
の
増
加
だ
っ
た
民
間
工

事
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
一
年
度
受
注
高

を
民
間
発
注
が
け
ん
引
し
た
こ
と
は
、国

土
交
通
省
の
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計

調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。二
〇

二
一
年
度
の
元
請
・
下
請
合
わ
せ
た
受

注
高
は
四
・
五
％
増
の
一
〇
七
兆
七
、〇

三
二
億
円
。元
請
・
下
請
別
、総
合
工
事

業
・
職
別
・
設
備
の
業
種
別
と
も
す
べ

て
増
加
し
た
。

歴
史
は
繰
り
返
す

ラ
大
更
新
時
代
到
来
を
誰
も
が
実
感
し

た
年
で
も
あ
っ
た
。そ
の
な
か
で
、熾
烈

な
価
格
競
争
を
続
け“
利
益
な
き
繁
忙
”

に
陥
っ
て
い
た
建
設
業
界
は
、建
設
市
場

の
力
学
が「
買
い
手
」優
位
か
ら「
売
り

手
」優
位
へ
重
心
が
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
の
力
学
の
移
り
変
わ
り
に
伴
う
影

響
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
の
が
、設
計
事

務
所
だ
っ
た
。物
価
や
資
材
な
ど
の
高
騰

に
契
約
額
の
変
更
と
い
う
形
で
対
応
す

る
ス
ラ
イ
ド
条
項
が
整
備
さ
れ
て
い
る
公

共
工
事
と
違
っ
て
、「
民
間
発
注
者
が
設

計
変
更
を
認
め
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
」だ
か

ら
だ
。そ
も
そ
も
事
業
収
益
を
考
え
て
民

間
発
注
者
が
了
承
し
た
価
格
を
上
回
る

工
事
費
増
額
を
認
め
る
こ
と
は
、事
業
採

算
性
に
直
結
す
る
。更
に
発
注
者
は
コ
ス

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で

き
な
い
設
計
事
務
所
へ
不
満
を
募
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
一
三
年
当
時
、足
元
と
先
行
き

の
建
設
需
要
に
か
な
り
の
明
る
さ
が
見

え
て
も
、半
面
で
社
会
保
険
加
入
促
進
を

柱
に
し
た
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
い
う

業
界
内
の
大
き
な
転
換
と
コ
ス
ト
上
昇

に
つ
な
が
る
動
き
は
、業
界
内
の
不
安
を

拡
大
さ
せ
た
。足
元
の
環
境
は
悪
く
な
い

　
建
設
企
業
経
営
の
先
行
き
を
示
す
、

手
持
ち
工
事
高
も
着
実
に
積
み
増
し
て

い
る
。国
土
交
通
省
の
大
手
五
〇
社
調
査

で
、二
〇
二
二
年
二
月
時
点
の
手
持
ち
工

事
高
は
一
九
兆
三
、五
七
六
億
円
と
一
九

兆
円
台
を
維
持
す
る
。

　
海
外
と
の
往
来
緩
和
は
外
国
人
材
確

保
で
追
い
風
だ
。二
〇
二
一
年
の
建
設
分

野
に
携
わ
る
外
国
人
数
は
、技
能
実
習

生
七
万
四
八
八
人
、東
京
五
輪
特
例
の
外

国
人
建
設
就
労
者
二
、二
四
九
人
、特
定

技
能
外
国
人
四
、八
七
一
人
の
計
一
一

万
一
八
人
と
、二
〇
二
〇
年
に
続
い
て
二

年
連
続
一
一
万
人
台
を
確
保
し
た
。

　
こ
の
う
ち
今
、外
国
人
材
の
主
流
で
あ

る
技
能
実
習
生
は
、技
能
実
習
一
号
・
二

号
で
三
年
で
帰
国
と
い
う
区
切
り
が
あ

る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
前
に
来

の
に
先
行
き
不
安
も
同
居
す
る
と
い
う

構
図
は
、今
の
状
況
に
も
つ
な
が
る
。

　
例
え
ば
今
、社
会
保
険
加
入
と
労
務

単
価
引
き
上
げ
な
ど
技
能
者
の
処
遇
改

善
は
、月
給
制
の
社
員
化
が
進
み
二
〇
二

四
年
四
月
か
ら
は
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
導
入
な
ど
働
き
方
改
革
義
務
化
に

直
面
す
る
。

　
ま
た
足
元
の
需
要
も
、国
土
強
靱
化
な

ど
国
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
名
目
で

予
算
が
確
保
さ
れ
て
も
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
存
在
の
影
響
が
不

安
を
か
き
立
て
る
。防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

二
％
程
度
ま
で
増
額
さ
せ
る
考
え
方
や
、

経
済
安
全
保
障
へ
の
投
資
、二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
向
け
た
脱
炭

素
・
グ
リ
ー
ン
成
長
投
資
な
ど
が
、今
後

の
公
共
事
業
関
係
費
確
保
に
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
だ
。

　
二
〇
一
三
年
当
時
、コ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
悩
ま
さ
れ
た
設
計
事
務
所
や
、

労
務
・
資
材
の
高
騰
分
の
転
嫁
実
現
に

取
り
組
ん
だ
施
工
企
業
ら
は
今
、あ
る

共
通
の
認
識
で
一
致
し
て
い
る
。「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
手
腕
が
問
わ
れ
て
い

る
。評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
差
別
化
し
か

な
い
」。
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